
4x － 3y ＝ 18

－5x ＋ 6y ＝－18

…①

…②

8x － 6y ＝ 36
－5x ＋ 6y ＝－18＋

3x ＝ 18

x

x＝6を①の式に代入

＝ 6

4x － 3y ＝ 18

4×6 － 3y ＝ 18

24 － 3y ＝ 18

－3y ＝ 18 － 24

－3y ＝ －6

－3y
－3 ＝

－6
－3

y ＝ 2

x ＝ 6，y ＝ 2

加減法３

ｘとｙどちらかを消去するには，ｘかｙ

のどちらかの係数の絶対値が同じでなけ

ればならない。同じでないときは，どち

らかに「同じになるような数をかけて」

絶対値を同じにし，それから消去する!!

2x － 3y ＝ －8

3x ＋ 4y ＝ 5

…①

…②

6x － 9y ＝－24
6x ＋ 8y ＝ 10－

－17y ＝ －34

y

y＝2を②の式に代入

＝ 2

3x ＋ 4y ＝ 5

3x ＋4×2 ＝ 5

3x ＋8 ＝ 5

3x ＝ 5 － 8

3x ＝ －3
3x
3 ＝

－3
3

x＝－1

x ＝－1，y ＝ 2

加減法４

ｘまたはｙのどちらかの絶対値を同じに

するには，両方の式のｘまたはｙに「同

じになるような数をかけて」絶対値を同

じにする場合もある。

連立方程式－加減法②

移項したら必ず

符号を変える!!

×2 ×2 ×2

＋1 と1 ＋1 は ひき算

－1 と1 －1 は ひき算

＋1 と1 －1 は たし算

－1 と1 ＋1 は たし算

y の係数の絶対値をそろえる!! x の係数の絶対値をそろえる!!

×3 ×3 ×3

×2 ×2 ×2

連立方程式解説２


